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令和８（2026）年度 人文科学研究科 心理学専攻 博士後期課程 一般入試 
試験科目：心理学 
◆出題の意図 

心理学では、個々人から得られた測定値の個人間変動に基づいて、変数間の関連を
検討するというタイプの研究が多く行われている。その中で、個人間変動に基づく関
連を特定の個人内の心理に適用して解釈してしまうという研究実践上の誤りが、心理
学研究の問題として取り上げられることも多い。心理学の実証研究を行ううえで、2 つ
の関連の違いを理解し、研究目的に応じて使い分けることは重要である。本設問では、
個人間変動に基づく相関的研究と個人内変動に基づく相関的研究について、研究目的、
研究仮説、研究デザインなどの違いを具体的に説明できるか、また、両者を混同するこ
とがもたらす問題を適切に理解できているかを問うた。 
 

 
◆解答又は解答例 

この問いは、一義的な解答例が示せないため、公表していません。 
 


	282
	出題の意図_心理学専攻D

